
⚫理由がはっきりせずわからない

⚫友人関係のトラブルがあるようだ

学校に行きたがらない

⚫子どもに学校に行くよう働きかけてよいか

⚫学校に行きたくない理由を聞いてよいか

⚫誰にも相談できない（どこに相談すればよいか分からない）

⚫ゲームやSNSに没頭して昼夜逆転している

⚫欠席が続いており、学校の授業についていけない

⚫このままでは、将来、進学や就職できないのでは

一人で悩まないでください

令和７年 門真市教育委員会

子どもへの接し方が分からない

心配な状態が続いている

⚫家庭学習をどうするべきか

⚫子どもが言うことを聞かない

子育ての悩みや子どもの不登校等は誰にでもあること、起こり得ることです。

状況や背景はお子様によってそれぞれ。解決に向けたアプローチも、お子様

に合わせた方法を考える必要があります。

このリーフレットでは、子育てや子どもの不登校等で不安や悩みを抱える保護

者の方の相談先等についてご紹介しますので、ご相談ください。

あわせて、門真市内の子どもの居場所や学びの場についてもご紹介していま

すので、是非ご覧ください。

令和７年６月現在

⚫放課後の過ごし方が心配

⚫子育てのことで悩んでいる

⚫学校から帰ってくるといつも疲れている

⚫学校に行こうとすると頭やお腹が痛くなる

⚫家や自分の部屋から出たがらない

子どもの居場所・学びの場や
不登校の相談に関する

リーフレット

子育てのことで、不安や
困りごと、ありませんか？



多様な学びの場や支援の仕組みがあります。

学校の教室やご家庭以外にも

門真市民プラザ４階に開設し、一人ひとりに合わせた自学自習支援や相談等を行います。学校や市教

委を通して見学、面談の上、通うことが出来ます。

学校や教育支援センター以外の、日中の時間帯に不登校の子どもが学習をしたり、興味のあることに取

り組んだりできる場所です。民間の運営で、諸費用が掛かります。

一定の要件を満たせば、在籍校での出席認定や成績評価の対象になります。

お子さんの不登校が続くなど、学習や生活に不安がある場合は、まずは教育委員会のスクールアドバイ

ザー（教育相談担当）までご相談ください。学校生活の悩みの相談や、学校内外の学びの場や相談機関

を紹介します。

まずは、学校・教育委員会に相談

①教育委員会 スクールアドバイザー（教育相談担当）

②門真市教育支援センター「かがやき」

学校内にも落ち着いて過ごせる場所や相談に乗ってくれる専門家がいます。

これらの教室の利用や相談を希望する場合は、各学校や教育委員会にお問合せください。

紹介・接続

校内教育支援ルーム スクールカウンセラー スクールソーシャルワーカー

学校には行けるけれど自分の

クラスには入れないときや、少

し気持ちを落ち着かせたいと

きに利用できる、学校内に設

定した居場所のことです。
※学校によって呼び方が異なる

場合もあります。

※教職員の配置数等の事情によ

り、開設が難しい場合もあります。

児童・生徒の心のケアや、スト

レスへの対処法など心理の専

門家で、小中学校に１名配置

されています。

公認心理師や臨床心理士など

の資格を持っています。

児童・生徒やその保護者に福

祉･医療的な支援が必要な場

合に、学校と連携して課題解

決を図る福祉の専門家で、学

校を巡回しています。

社会福祉士や精神保健福祉

士などの資格を持っています。

⑤フリースクール等

学校

不登校や不安・悩みを抱える児童・生徒のための相談や学習の場、

保護者の方を支援する様々な制度やサービスがあります。

③門真市子ども悩み相談サポートチーム
中町ビル３階（門真市教育センター内）に配置し、カウンセラーによるカウンセリング等を行っています。

不登校に限らず、様々な相談が出来ます。

情報提供

④大阪府不登校支援センター「まいど」
大阪府教育センター本館５階に開室し、相談支援(保護者も含む)及びオンライン・通所での子どもたち

の支援を実施しています。来所またはオンラインで見学・相談を行い、利用することができます。



名称 概要 問合せ先

門真市教育委員会
スクールアドバイザー

不登校を含め、子どもの教育全
般に関する相談窓口

TEL：06－6902－7042
〔平日9：30～17：30〕

〒571-8585 ： 門真市中町１番１号
市役所本館２階 学校教育課

門真市子ども悩み
相談サポートチーム

児童・生徒、保護者等へのケア
及びサポート（要予約）

TEL：0６-６９０２-６９２９
〔(火)（水）(木)10：00～16：00〕

〒571-00５5 ：門真市中町１番１９号
中町ビル３階 門真市教育センター内

大阪府教育センター
さわやかホットライン

大阪府に在籍する児童・生徒に
関する相談全般

TEL：０６－６６０７－７３６２
〔平日9：30～17：30〕

Fax ： ０６－６６０７－９８２６
Eメール：sawayaka@edu.osaka-c.ed.jp

(24時間受付、回答は後日）

大阪府不登校支援
センター
「まいど」

大阪府内在住の不登校等の状
況の児童生徒・保護者への支援

TEL：.06-6694-3303
〔祝日を除く月～金10:00～16:00〕

〒558-0011 大阪市住吉区苅田4-13-23
大阪府教育センター本館５階

○不登校や子どもの教育全般に関する相談窓口

○教育委員会が実施する子どもの居場所・学びの場

困ったときはご相談ください。

保護者の相談窓口および
児童・生徒の学びを支援する場

名称 概要 問合せ先

門真市教育支援
センター
「かがやき」

学校に行けない子どもの居場所で
す。集団活動や個別の自学自習支
援の他、相談・指導を行います。
（要申込、面談有）

TEL：０８０-３４９３-４１６５
〔平日10：00～14：30〕

〒571-0025 ：門真市大字北島546番地
門真市民プラザ４階

Kadoma塾

経済的な理由で学習塾に通えない
中学3年生を対象とした年間100
回の講座がある無料の塾です。
原則(火)（金）18：30～20：30
※土曜や夏季の集中講座有り
（要作文、試験、面接）

TEL：06-6902-6912
〒571-00５5 ：門真市中町１番１９号
中町ビル３階 門真市教育センター

TEL：０８０-３２７７-3055（会場連絡先）
〒５７１-００１６：門真市島頭4-1-１
門真市南部市民センター ２階会議室

お問合わせ先
門真市教育委員会 学校教育課
指導・人権教育グループ TEL 06-6902-7042

〒 571-8585 門真市中町1番1号



名称・問合せ先
（担当課）

概要

こども家庭センター
ひよこテラス
家庭児童相談グループ
06-6902-6148

子育てや家族のことなど、子どもを取り巻くいろいろな問題につ
いての相談に乗ります。ひとり親家庭等の相談や児童虐待の防止
などについても、相談・支援を行っています。
〔平日9：00～17：30〕 門真市中町１－１ 門真市役所分館１階

こども発達支援センター
072-800-7701

発達の遅れに限らず、肢体不自由や自閉症、知的障がい、医療的
ケア児など、障がいのある子どもや気になる傾向のある子どもへ
の幅広い相談支援を行っています。
〔平日9：00～17：00〕 門真市大字北島546

女性サポートステーション
WESS
06-6900-8550

女性のための相談です。
生き方、子育て、介護、家庭・夫婦・その他の人との人間関係など、
女性が抱えるさまざまな悩みや問題を解決するための相談事業
を行っています。 〔平日９：30～17：00（受付は16：30まで）〕
門真市末広町41－２ そよら古川橋駅前３階 くらしの相談窓口

○門真市の相談窓口

教育委員会以外にも相談窓口や子どもの居場所があります。

門真市の相談窓口および子どもの居場所

○門真市が提供する子どもの居場所
名称

〔委託先〕（担当課）
概要

子どもＬＯＢＢＹ

080-4080-5312
（こども政策課）
06-6902-6095

子どもの日常に寄り添う居場所になることを目的とする施設です。
放課後に宿題をしたり、土曜日に遊び場所として使ったりします。
日曜日にはキャリア教育イベントも実施しています。
〔(火)～（土）1０：00～17：00 （日）13：00～17：00〕 ※月曜
日、祝日、年末年始は休館 イズミヤショッピングセンター門真３階

子どもＴＥＲＲＡＣＥ
（こども政策課）
06-6902-6095

子どもの日常に寄り添う居場所になることを目的とする施設です。
放課後に宿題をしたり、くつろいだり、子どもたち一人ひとり、使
い方はさまざまです。
〔(火)(木)15：00～17：00〕 ※祝日、年末年始は休館
枚方信用金庫門真東支店会議室

ＫＡＤＯＭＡ
ＴＥＥＮＳＢＡＳＥ
〔トイボックス〕

072-887-6682
（生涯学習課）
06-6902-7139

門真市民プラザ３階 青少年活動センターに誕生した
「10代による、10代のための放課後ヒミツキチ」
中高生・10代のみなさんの「やってみたい！」を全力応援するス
ペースです。
〔(月)～(金)16：00～18：30 （土）（日）(祝)14：00～18：30〕
※木曜は休館 門真市大字北島546 市民プラザ３階

※他にも、門真市では様々な団体や事業所の方々のご協力により、
「子ども食堂」や「宿題カフェ」等、多くの子どもの居場所が開設されています。

※「子ども」・「子育て」を相談対象に含むものの一例です

詳しくは、右の二次元コードから「子どもの居場所マップ」
にてご確認ください。


